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真冬に夏のような気温になったり、かと思うと３月に入っても真冬並みの寒さが続いたり、台風並

みの風が吹くなどと激しく変化する最近の気候。能登の復興も気になりますが千葉県東方沖地震も 
より身近な災害として心配ですね。感染者が減ってきているとはいえ、コロナもまだ要注意。暗い

話題で恐縮ですが、それでも道を歩けば春の草花が目を楽しませてくれるようになりました。３月

はまとめの時期、５月には総会があります。来年度に向けてよろしくご協力をお願いします。 

千葉家連より 
会長会があり、今年度の取り組みの確認をしました。具体的には総会資料を参照のこと。 

よつば会役員会より 
・アンケートについて…回収率が悪く、内容も多岐にわたるため、今回はまとめを行いません。 
 具体的な要望を一部紹介しますと「グループホームを増やす」「成年後見人費用の補助」「役員の

負担軽減」「訪問看護、訪問介護の利用率は？」「本人の居場所作り」など 
・令和５年度総会について 
 日時：５月１日（水）1３：３０～１５：３０ 
 場所：ラコルタ柏１階 障害者活動センター 
 一部 総会 二部 学習会 「我が子が親元からの自立を果たした経緯」と題して元役員で事務   

局のお仕事を長年続けてこられた島村圭子さんの体験談 
 ＊４月上旬に総会資料を配布しますので、持参ください。委任状は４月１５日まで。 
・今後の予定 ４月２日（火）１３：００会計監査 ４月３日（水）１３：００印刷 
 なお、次回役員会は総会の後その場で行います。 

法人よつばより 

① 3月末で、法人よつばの理事長が交代します。勝本さんは家族会の働きは続けますが、法人の

運営からは退き、新しい方が選任される予定です。正式に決まりましたら、4月以降に家族会

にも挨拶をお願いする予定です。 

② 勝本さんは、今年の 7月から、流山市の「生きづらさ包括支援事業」に合わせて、ショートス

テイ事業(DVの方や家族の方の休息の場の提供、アパートを出て住むところがない方の一時滞

在など)と、いろいろの困難を抱えた人たちの交流の場と、グループ作りの支援活動などを行

う「ほっとスペース流山」を自主事業として行います。場所は流山市東初石 4丁目で、スーパ

ーマルエツの近くです。 

③ 法人よつばは、3月末に理事会を開催しますが、その席で新理事長を選出し、令和 6年度の事

業計画や予算案や管理者とサビ管の異動などを決定します。来年度(令和 6年度)は、理事と監

事と評議員の変更はありません。 

 



柏部会より 
乾燥の季節、各地も火災多し。寝るときには火の元を確認。指さして一つずつ確認してください。 
＊パレット柏でのつどい 
 ４月２７日（土）１３：３０～１４：４５ ミーティングルーム C 
 ５月１８日（土）１３：３０～１４：４５ ミーティングルーム C 
・１月の集まりは、４年ぶりにクローバー柏での「お汁粉パーティー」でした。参加者は 6 名で

した。お汁粉だけでなく甘いのが苦手な人にもとお雑煮も用意しました。今までよりも簡素に

して準備、後片付けも楽になり和気あいあいとした楽しい時間を過ごせ、また来年もやりたい

ね…との声も。ご協力いただいた皆様に感謝します。 
・２月の集まりでは、パレット柏でのいつもの通りの懇談会。学習会の感想や会員さんの動向の

他、当事者の近況、入院の効果、暴力への対応等々…その中でご本人が社会の中でいろいろな

人と関わり、見守られている状況の大切さも感じました。 

流山部会より  

①先月の 24日によつば家族会主催の講演会を、肥田先生をゲストに迎えて開きました。私たちの

脳の機能障害について、精神と発達のそれぞれの病気の特性や共通性を話して頂きました。120

名の出席とズーム参加 20名の方たちを迎えることが出来ました。            

②今度は 4 月 13日土曜午後 1 時から、「発達障害とは パートⅢ」について、千葉県発達障害者

支援センターの田熊 立さんをゲストに迎えて開きます。主催は発達障害者家族会ですが、よ

つば会も協賛します。会場は初石公民館 2階ホールです。よろしければご参加ください。 

③来月の 4月から流山市も、「生きづらさを抱えた人の包括支援事業」(重層的支援体制整備事

業)がスタートします。新しく担当課が設置されます。そして、家庭訪問や相談窓口は委託と

し、地域にもなじめるように(交流の場)支援もします。このことにより、グレーゾーンの方も

一人暮らしの方も、生活困窮者の方も、ひきこもりの方も、LGBTQの方も、外国人の方も、ヤ

ングケアラーの子どもも、ひとり親の家庭の方も相談や交流の機会が得やすくなります。つま

り、生きづらさを減らすということです。 

我孫子部会より 

我孫子市障害者支援課が開催する精神障害者家族向けの「心の健康クラブ」について来年度の予

定を支援課に問い合わせたところ、現時点では下記を予定しているとのことでした。広報でも確

認してください。 

日時    4月 15日（月）14：00～16：00 

 5月 20日（月）14：00～16：00 

場所    保健センター 

 

① 今年も我孫子市北地区社会福祉協議会主催の「健康と福祉のつどい」に参加し、よつば会のパ

ネル（A1サイズ）の展示と、法人よつば「青い鳥」のクッキー、手作り味噌、押し花製品など

の展示即売を行いました。売り上げは 23,430円でした。 

第二木曜日の会より 

・第二木曜会も１年過ぎて 5名の方の参加者があり、「楽しい時間」をモットーにやってきました。

おしゃべり、物づくり、読書、他、それぞれに楽しんで過ごしました。 

 




